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【沖縄】 

●泡瀬干潟の展示会のお知らせ 

ユクシ ヤミセーラヤー（嘘でしょう！？） 

10月から埋め立て工事が始まる世界の宝「泡瀬干潟」 

来る 23日（日）からウミエラ館にて『泡瀬干潟展』が開催されます。23日の午後 2時からオープニング、

4時からはセレモニー、5時からは KEN子、知念良吉らミュージシャンによるライブがあります。内容は

泡瀬干潟の 300種余の貝類の展示、小橋川、有光カメラマンの泡瀬の多様な生きものの写真、野鳥の観

察、極めつけは屋良朝敏館長のオブジェなどの多彩な展示が埋め立て中止まで続けられます。是非とも

お誘い合わせの上、ご参加下さい。お問い合わせは 090-9783-2384 屋良ウミエラ館長まで。 

 

●シンポジウム「STOP泡瀬・辺野古・高江・大嶺・浦添 ～沖縄の自然環境を考える～」 

多くの市民・県民のご参加を訴えます。今、沖縄の自然環境が危ない。 

日時：10月６日（土） 午後 2時～5時    

場所：沖縄市農民研修センター大ホール（予約済み） 

内容：基調講演：桜井国俊（沖大、約 45分） 

主催：泡瀬干潟を守る連絡会、ラムネット J、日本自然保護協会、沖縄環境ネットワーク、ヘリ基地反対

協、高江・ヘリパットいらない住民の会、軍港反対浦添市民行動実行委、日本科学者会議沖縄支部 

後援：沖縄野鳥の会、奥間川流域保護基金 

日程     司会（KEN子）  

1. 開会挨拶：ラムネット J・・3分 

2. 記念講演（桜井国俊）約 45分 

3. 各地からの報告 泡瀬（自然・裁判）、高江、辺野古、大嶺、浦添 

・・・途中休憩：ミニコンサート（15分）・・・ 

4. 質疑・応答、意見交換（フロアからの発言、各 3分×5名） 

5. 決議・・3分（提案、泡瀬干潟を守る連絡会・島袋和） 

6. 閉会挨拶：日本自然保護協会・・・3分位 

 

“墨”を吐く！ アカダマクラゲ 

イカ・タコは敵に襲われると墨を吐き，イカ墨が自分のダミーに対してタコ墨は拡散して

めくらます．不思議なことに彼らとは縁のほど遠いクシクラゲ類の中にも“墨”を吐くもの

がいる．それはアカダマクラゲで，古くから知られている．この種は我が国では稀少種で，
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正式な記録がほとんどない．しかし，和歌山県白浜町では古くにこれまで 3 個体の記録があ

る。白浜町沿岸で 1920 年頃に 1 個体と 1940 年に 2 個体が京都大学瀬戸臨海実験所の先達

の先生方によって発見された。そして，1940 年に採取された 2 個体で日本初の形態の記載

がなされた． 

それから 72 年を経過した 2012 年，9 月 19 日 9 時頃，白浜町瀬戸漁港で筆者が本種 1 個

体をすくい取った．発見時は満潮で，9 月 18 日までの折からの台風 16 号の影響で港に吹き

寄せせられた外洋性プランクトン（サフィリナという“青コぺ”も多数存在）の中に混じっ

てアカダマクラゲは海表面を漂っていた．体長が約 5cm ほどで，袖状突起を除く本体の長

さは 35 mm だった．体はとても扁平で，幅は 10mm もない．  

 

図. 和歌山県白浜町瀬戸漁港で 2011 年 9 月 19 日に採集したアカダマクラゲ（袖状突起は

取れている状態） 

 

アカダマクラゲの特徴的な形態は，反口部に三角錐状のゼラチン質突起が 2 つ向かい合わ

せにあり、それぞれの突起からは黄色味を帯びたムチ状のものが長く伸びている点である．

もしこれがなかったら白浜町が原記載地であるキヨヒメクラゲと一見すると見間違うだろう．

この独特のしなやかな鞭部を遊泳しながらたなびかせていたので本種と分かった．この長さ

は今回の個体ではよく伸びて 10 mm 程度であった．このような鞭状構造物をもつクシクラ

ゲ類は他にはいない.だが，その機能は未だに不明である．ここには刺胞も膠胞もなく，餌

取り装置でないことは確かである． 
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今回の個体は体を刺激しても，残念ながら“墨吐き”をしなかった．台風の荒波にもまれ

てインクがなくなっていたのか，使用をめいっぱいしてインクを切らしていたのかもしれな

い．しかし，袖状突起を切断すると固まったインクのようなものを出した．顕微鏡で拡大し

て観察すると，そこにはアカダマの名前のもとになったミクロの紅色のインク壺が管にそっ

て多数並んでいた． 

筆者は奄美大島で 2004 年 5 月に体長 8 cm の最大個体を採取して本種の“墨吐き”を観

察したことがあった．この時も今回と同じく台風で，研究船（広島大学の豊潮丸）で南西諸

島を航海中だったが，名瀬港に避難時のめぐり合わせだった．アカダマクラゲを指でつつく

と、黄褐色のヨードチンキのようなインクをシュワーと噴射し、60 cc の透明な容器の海水

をすっかり着色した。クラゲ体に 8 列に走る櫛板列の各々で，隣り合う櫛板の間に 1 個ず

つ並ぶたくさんの紅色の“インク玉”が確認できた。インクはここから数度は噴出された。

ちょっとなめるとそのヨードチンキ色の液は苦い味がした。これは自分を死に追い込む毒性

があることが，東京シネマのスタッフにより，1975 年に江の島産の複数個体で報告されて

いる．従って，アカダマクラゲが害敵に襲われたとき『苦味ある煙幕』を吐き出して，威力

を発揮させるのだろう。 

 

5．事務局便り： 

 「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思われる方は、事

務局までご連絡ください。 

 このメールマガジンの配信を希望する方がありましたらアドレスをお知らせください。 

 このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいただくため

に転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡ください。 

 本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催をお手伝い

できる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごいっしょに講演会や観察

会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 

 本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座 

「ゆうちょ銀行 口座番号：１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」 

へお送りください。なお、送金される場合は、送金の内容について事務局にお知らせ下さい。 

 

6．編集後記 

今号から不定期に編集をお手伝いすることになりました会員のなまこ（ニックネーム）です。実際

にかかわってみて、改めて、手弁当でここまで続けて来られた代表・向井先生のご苦労がよく分か

りました。少ない人手では限られたことしかできないため、事務局では今後もボランティアを募集

中とのこと。どこに住んでいても何かしらお手伝いできることはあります。是非一緒に「うみひる

も」を盛り上げていきましょう！ 


